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かかった災難への対処は、一義的には日本人の責任であり、対照的に、他国に降りかかった災難への対処は、その国の人々の責任である、という見方を指している。この立場を取る外国人は、先進国日本の災害への対処は日本に任せておけばいい、と考え こ 立場を取る日 人は、日本人の一義的責任は、日本人を守 こ であり、
それは他国の困難への対処に優先する、と考える。したがって、この立場を取る外 人は「日本よりもっと貧しい国を支援せよ」と主張し、日本人は「こんな時に国際協力などしなくてよい」として、ＯＤＡの削減を主張する。対照的に開放原則は、支援を受け入れることを許容すると同時に、他国への支援を続けるという立場を取る。　
阪神淡路大震災と比較すると東
















必要とする一方、関わりは一時的であるため、かつての日本のＮＧＯの方針や特長とは相容れなかった。しかしながら 国際ＮＧＯの緊急支援におけ 活躍が目立つようになり、日本でもジャパン・プラットフォームが設立されると、経常活動を重視する従来型のＮＧＯが緊急支援 も従事すること一般的になっていった。こ ような歴史を顧みると、今回日本の国際協力ＮＧ 、国内のにも携わるようになったことは、大きな変化と言える。●震災対応から得られ 教訓　
震災から約半年が経過した現














国から見た震災：なぜ日本に援助するのか」は、震災直後 イギリスのサセックス大学において、日本人留学生達が被災者のための募金を行ったところ、ある教授から「日本は先進国だから募金をする必要はなく、むしろそ 資源は、より貧しい国に向けられ べきだ」 と意見された経験を元にして、チャリティーの役割 ついて論じている。●素朴な助け合いの力　
阪神・淡路大震災と同様に、東
日本大震災は、ごく普通の日本人が素朴な感情として持っている「困っている人がいたら、相手の気持ちになって支援しよう」とう助け合いの精神を喚起 た。しかし、岩手県 生を受けたものと
して今回強く感じたことは、この助け合い精神は、東北、日本だけのものではなく、開発途上国の人々も同様に有しているものだった、ということである。この助け合い精神こそ国際協力の原点であり、国際協力という仕組みは 国連安全保障理事会 常任理事国になるとか 捕鯨が続けられるとかいう理由のみによってではなく、一般の人々の素直な助け合い精神に支えられている。それは 数多くの同胞の犠牲や艱
かん
難なん
辛しん
苦く
をテレ
ビで呆然と眺めながら、自分がすがるようにして見 だした、一条の光であった。（やまがた
　
たつふみ／アジア経済
研究所
　
開発研究センター）
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